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２月の相談活動の特徴（新規）コロナ関連は 8件 

 センター発足以来の相談件数は１万8千241件になり

ました。（3月末日現在） 

項 目 件 数 当月比率 

面談 2 4.6% 

電話・メール 41 95.4% 

ＦＡＸ・その他 0 0.0% 

単産・弁護士紹介 0 0.0% 

合 計 43   100% 

項  目 件  数 当月比率 

解 雇 9 20.9% 

退職強要・勧奨 0 0.0% 

賃金・残業代未払い 6 13.9% 

労働契約違反 1 3.4% 

社会・雇用保険 0 0.0% 

配転・出向・転籍 2 3.4% 

労働条件切り下げ 5 4.6% 

労働時間・休暇 2 3.4% 

ﾊﾟﾜﾊﾗ・ｾｸﾊﾗ問題 4 9.3% 

倒産・工場移転 0 0.0% 

労災・職業病 0 0.0% 

メンタル不全・疾患 0 0.0% 

組合加入・結成 2 3.4% 

その他 12 27.9% 

不 明 ０ 0.0% 

合 計 43  100% 

 

項目 件数 当月比率 

男性 18  41.9 

女性 25  58.1% 

不明 0  0% 

合計 43  100% 

 

第 91 回 
全京都統一 
メーデー大会 
５月１日（金） 

午前 10 時 
二条城前広場 

今
月
は
コ
ロ
ナ
問

題
特
集
号
で
す
！ 

  

★
相
談
事
例
①･

･･

★ 

（
男
性
・ 

塾
の
講
師
・
派
遣
社
員
） 

 
「
コ
ロ
ナ
の
責
任
は
な

い
」
と
経
営
者 

 
派
遣
会
社
か
ら
の
指

示
で
仕
事
を
し
て
い

る
。
予
定
し
て
い
た
日

の
塾
の
試
験
が
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

で
中
止
と
な
っ
た
。 

そ
れ
に
伴
う
休
業
手

当
を
求
め
る
が
、
派
遣

会
社
か
ら
「
出
さ
な
い
」

と
言
わ
れ
た
。 

雇
用
契
約
は
事
前
に

送
ら
れ
て
く
る
メ
ー
ル

で
合
意
と
な
る
。
３
月

４
日
に
メ
ー
ル
が
送
ら

れ
て
き
た
の
を
見
る

と
、
予
定
さ
れ
て
い
た

仕
事
が
記
載
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
に
気
付
い

た
。 会

社
の
言
い
分
は
、

「
コ
ロ
ナ
は
会
社
の
責

任
で
は
な
い
」
と
の
こ

と
。 

ア
ド
バ
イ
ス 

 

事
前
に
仕
事
の
予
定

が
あ
っ
た
の
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
直
前
に
な
っ

て
そ
の
仕
事
が
無
く
な

っ
た
場
合
は
、
休
業
手

当
の
対
象
に
な
る
と
思

う
の
で
、
労
基
署
に
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。 

 
 
 

※
こ
の
相
談
受
付
日
ご

ろ
に
厚
生
労
働
省
の

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
を
踏

ま
え
、
雇
用
調
整
助
成

金
の
特
例
の
追
加
実

施
」
が
な
さ
れ
た
。 

 

「
追
加
の
特
例
措
置

の
内
容
」
と
し
て 

 

「
休
業
等
の
初
日
が

本
年
１
月
２
４
日
～
７

月
２
３
日
ま
で
の
場

合
」
に
適
用
す
る
と
な

っ
て
い
る
。 

  

ま
た
、「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
伴
う
『
経
済
上
の

理
由
』
と
は
」
と
し
て
、 

 
 

 
 

経
済
上
の
理
由
例 

・
取
引
先
が
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
を
受
け
て
事
業
活

動
を
縮
小
し
た
結
果
、

受
注
量
が
減
っ
た
た
め

に
事
業
活
動
が
縮
小
し

て
し
ま
っ
た
場
合
。 

 

な
ど
い
く
つ
か
上
が

っ
て
い
た
が
、
そ
の
約

１
週
間
後
く
ら
い
に

（
３
月
１
０
日
）「
明
確

化
及
び
再
整
理
」
し
た

と
し
て
、 

・
行
政
か
ら
の
営
業
自

粛
要
請
を
受
け
、
自
主

的
に
休
業
を
行
い
、
事

業
活
動
が
縮
小
し
た
。 

・
市
民
活
動
が
自
粛
さ

れ
た
こ
と
に
よ
り
、
客

数
が
減
っ
た
。 

・
風
評
被
害
に
よ
り
観

光
客
の
予
約
キ
ャ
ン
セ

ル
が
相
次
ぎ
、
こ
れ
に

伴
い
客
数
が
減
っ
た
。 

な
ど
を
挙
げ
て
い
る
。 

 
 

 

助
成
内
容
と
受
給
で

き
る
金
額 

          

 

助
成
率
は
大
企
業
は

２
分
の
１
、
中
小
企
業

は
３
分
の
２
で
、
一
人 

一
日
当
た
り
、
８
３
３

０
円
が
上
限
。 

 

☆
こ
れ
が
で
き
た
か
ら

と
言
っ
て
、
自
動
的
に

６
割
の
休
業
手
当
を
経

営
者
が
支
払
っ
て
く
れ

る
わ
け
で
は
な
い
。
労

働
者
が
き
っ
ち
り
と
権

利
意
識
を
持
っ
て
、
労

働
組
合
に
結
集
し
、
な

け
れ
ば
結
成
、
加
入
し

て
勝
ち
取
ら
ね
ば
な
ら

な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
こ

の
「
新
制
度
」
に
基
づ

く
助
成
金
を
申
請
し
な

い
経
営
者
に
、
６
割
の

休
業
補
償
を
支
払
わ
な

い
経
営
者
に
何
ら
罰
則

は
明
記
さ
れ
て
い
な
い

か
ら
で
あ
る
。 

  

厚
労
省
は
こ
う
言
っ

て
い
る
！ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
関
す
る
Ｑ
＆
Ａ
（
企

業
の
方
向
け
）
本
年
３

月
３
日
次
点
版 

 

「
労
働
基
準
法
第
２

６
条
で
は
、
使
用
者
の

責
に
帰
す
べ
き
事
由

に
よ
る
休
業
の
場
合

に
は
、
使
用
者
は
、
休

業
期
間
中
の
休
業
手

当
（
平
均
賃
金
の
１
０

０
分
の
６
０
以
上
）
を

支
払
わ
ね
ば
な
ら
な

い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

休
業
手
当
の
支
払
い

に
つ
い
て
、
不
可
抗
力

に
よ
る
休
業
の
場
合

は
、
使
用
者
に
休
業
手

当
に
支
払
い
義
務
は

あ
り
ま
せ
ん
。 

 

具
体
的
に
は
、
例
え

ば
、
海
外
の
取
引
先
が

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
を
受
け
事

業
を
休
止
し
た
こ
と

に
伴
う
事
業
の
休
止

で
あ
る
場
合
に
は
、
当

該
取
引
先
へ
の
依
存

の
程
度
、
他
の
代
替
手

段
の
可
能
性
、
事
業
休

止
か
ら
の
期
間
、
使
用

者
と
し
て
の
休
業
回

避
の
た
め
の
具
体
的

努
力
等
を
総
合
的
に
勘

案
し
、
判
断
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。」 

 
 
 

 

従
っ
て
、
経
営
者
と

労
働
者
の
力
関
係
で
決

ま
る
、
労
働
者
の
要
求

の
結
集
、
労
働
組
合
へ

の
団
結
の
力
で
決
ま
る

と
言
え
ま
す
。 

 

★
相
談
事
例
②･

･･

★ 

（
男
性
・
３
０
歳
代
・ 

学
校
非
常
勤
講
師
） 

 

コ
ロ
ナ
で
雇
止
め 

 

日
本
語
学
校
の
非

常
勤
講
師
を
し
て
い

る
。
生
徒
数
１
２
０
名

程
度
。
勤
続
２
年
７
か

月
。
契
約
期
間
は
３
か

月
の
反
復
で
労
使
で

異
議
が
な
い
場
合
は
、

次
回
更
新
日
ま
で
に

通
知
さ
れ
る
。
２
月
末

に
経
営
者
か
ら
「
３
月

い
っ
ぱ
い
で
辞
め
て

も
ら
う
。
理
由
は
生
徒

数
の
激
減
」
と
言
う
メ

ー
ル
が
届
く
。
２
月
末

ま
で
に
「
次
回
（
３
月

１
日
～
５
月
末
）
の
更 

           

2020 年 3月 2日（月）       京都労働相談センターニュース           第１８３号 

組織拡大 
 

なし 

 労働相談は相談無料・秘密厳守の京都労働相談センターへ メールアドレス：scnt@labor.or.jp 

新型コロナウイルス「特別労働相談窓口」京都労働局、労働関係：075-241-3212、雇調金 075-241-3269 

mailto:scnt@labor.or.jp


 

日
本
労
働
弁
護
団
が 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス 

感
染
症
に
関
す
る 

労
働
問
題
Ｑ
＆
Ａ 

を
発
表 

３
月
２
６
日 

  

働
き
闘
う
仲
間
の
頼

も
し
い
弁
護
団
が
標
記

５
０
頁
に
わ
た
る
冊
子

を
出
版
し
た
。 

そ
の
中
で
賃
金
で
は 

ポ
イ
ン
ト 

・
会
社
が
休
み
に
な
っ

た
場
合
、
基
本
的
に
１

０
０
％
の
賃
金
を
要
求

す
べ
き
で
す
。 

・
１
０
０
％
の
賃
金
が

も
ら
え
な
い
場
合
で

も
、
６
割
相
当
の
休
業

手
当
の
支
払
い
は
必
要

で
す
。 

・
労
働
者
と
し
て
は
、

職
場
に
行
く
意
思
が
あ

る
こ
と
を
会
社
に
示
し

ま
し
ょ
う
。 

・
在
宅
勤
務
で
あ
る
こ

と
は
、
賃
金
を
下
げ
る

理
由
に
は
な
り
ま
せ

ん
。 

 

と
し
て
、 

な
お
、
結
論
と
し
て
賃

金
全
額
の
支
払
い
と
な

る
か
ど
う
か
は
、
事
案

に
よ
っ
て
判
断
が
分
か

れ
ま
す
。
政
府
の
非
常

事
態
宣
言
や
都
道
府
県

知
事
の
都
市
封
鎖
に
伴

う
通
勤
不
能
の
場
合
な

ど
は
、
休
業
期
間
中
に

全
額
の
賃
金
請
求
や
６

割
の
休
業
手
当
が
で
き

る
か
難
し
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。
ま
ず
は
専
門

家
（
弁
護
士
や
労
働
組

合
）
に
相
談
し
ま
し
ょ

う
。 

※
労
働
基
準
監
督
署
は

労
基
法
２
６
条
に
基
づ

き
休
業
手
当
６
割
し
か

指
導
す
る
権
限
が
な
い

の
で
注
意
を
！ 

                       

新
は
し
な
い
」
と
い
う

メ
ー
ル
な
ら
、
別
問
題

と
し
て
対
応
す
る
必
要

が
あ
る
が
、
契
約
書
に

よ
る
と
自
動
更
新
さ
れ

る
次
の
契
約
期
間
は
３

月
１
日
～
５
月
末
ま
で

の
は
ず
。 

自
動
更
新
は
す
る

が
、
し
か
し
、
契
約
期

間
中
の
３
月
末
で
「
解

雇
」
は
不
当
と
思
う
。

解
雇
撤
回
す
る
に
は
ど

ん
な
方
法
が
あ
る
か
。 

 

ア
ド
バ
イ
ス 

 

労
働
基
準
局
に
訴
え

る
、
労
働
局
に
あ
っ
せ

ん
申
請
を
す
る
、
労
組

に
加
入
し
解
雇
撤
回
を

求
め
団
体
交
渉
を
す

る
、
解
雇
撤
回
を
求
め

労
働
審
判
を
申
し
立
て

る
、
な
ど
を
説
明
し
た
。

じ
っ
く
り
考
え
て
判
断

す
る
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
。 

 

☆
こ
こ
は
先
月
の
お

さ
ら
い 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス 

 

（
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ 

も
そ
う
で
す
） 

会
社
は
、「
感
染
症
法

第

18

条
に
定
め
て
い

る
１
類
（
ペ
ス
ト
な

ど
）
・
２
類
（
結
核
な

ど
）・
３
類
（
コ
レ
ラ
・

赤
痢
な
ど
）
・
そ
の
他

（
指
定
感
染
症
）
に
定

め
ら
れ
た
病
気
に
罹
っ

て
い
る
者
の
就
労
を
禁

止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」 又

、
労
安
法
第
68
条

（
病
者
の
就
業
禁
止
）

で
は
、
「
会
社
は
伝
染

病
な
ど
で
厚
労
省
令
で

定
め
る
も
の
に
罹
っ
た

者
の
就
労
を
禁
止
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

定
め
ら
れ
て
い
る
。 

こ
れ
に
該
当
し
て
就

労
を
禁
止
し
た
場
合

は
、
無
給
で
も
合
法
。 

今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
（
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
も
）
は
、

前
出
の
「
指
定
感
染
症
」

に
指
定
さ
れ
た
の
で
、

前
出
の
１
類
～
３
類
に

準
じ
た
取
り
扱
い
に
な

る
の
で
、
無
給
で
も
違

法
と
は
な
ら
な
い
。 

（
従
っ
て
、
４
日
目

か
ら
は
傷
病
手
当
金
を

請
求
し
て
受
給
し
て
下

さ
い
。
） 

          

一
方
、
季
節
性
の
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
「
就

労
禁
止
」
に
指
定
さ
れ

て
い
な
い
の
で
、
会
社

の
都
合
で
「
就
労
禁
止
」

に
す
る
場
合
は
、
休
業

手
当
の
支
給
が
義
務
付

け
ら
れ
る
。 

  

★
相
談
事
例
③･

･･

★ 

（
女
性
・
洋
服
販
売
・

派
遣
） 

 

コ
ロ
ナ
で
勤
務
ゼ
ロ
指

定
、
年
休
と
れ
る
か
？ 

 

月
に
１
０
日
位
、
９

時
間
拘
束
で
８
時
間
勤

務
し
て
日
給
８
５
０
０

円
だ
が
、
３
月
中
に
５

日
間
勤
務
指
定
を
受
け

て
い
た
が
、
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
で
３
月
１
６
日

以
降
、
当
分
の
間
、
出

勤
を
ゼ
ロ
に
し
て
く
れ

と
派
遣
先
か
ら
言
わ
れ

た
。
知
り
合
い
の
紹
介

で
入
社
し
た
の
で
、
労

働
契
約
書
は
な
い
。 

４
月
６
日
で
丸
２
年

の
勤
続
と
な
る
。
有
給

休
暇
な
ど
は
派
遣
元
の

賃
金
計
算
な
ど
の
委
託

会
社
が
あ
り
、
そ
こ
で

カ
ウ
ン
ト
さ
れ
て
い

る
。
有
給
休
暇
取
れ
る

か
？ 

 

ア
ド
バ
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「
有
給
取
得
は
で
き
ま

せ
ん
」
が
会
社
に
賃
金

補
償
要
求
し
、
だ
め
な

ら
監
督
署
に
申
告
を 

 
事
業
縮
小
・
勤
務
ゼ

ロ
指
定
さ
れ
た
後
な
の

で
年
休
は
取
れ
な
い
。 

派
遣
元
に
雇
用
責
任

が
あ
る
の
で
、
岐
阜
で

は
遠
い
の
で
と
言
っ

て
、
最
寄
の
京
都
の
労

働
基
準
監
督
署
に
言
っ

て
説
明
を
し
、
賃
金
６

割
支
給
の
請
求
申
告
を

し
て
く
だ
さ
い
。
も
ち

ろ
ん
会
社
に
１
０
割
支

給
の
要
求
を
し
て
か
ら

そ
れ
が
ダ
メ
な
場
合
で

す
が
。 

           労
働
契
約
書
が
な
い
の

労
働
契
約
書
が
な
い
の

は
違
法
な
の
で
、
締
結

す
る
よ
う
に
会
社
に
請

求
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

あ
な
た
と
同
じ
立
場

の
人
が
も
う
一
人
い
る

な
ら
、
一
緒
に
会
社
に

要
求
し
、
だ
め
な
ら
一

緒
に
監
督
署
に
行
っ
て

く
だ
さ
い
。
一
人
で
も

二
人
で
も
は
い
れ
る
労

働
組
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
い
つ
で
も
紹
介
し

ま
す
。 

 

相
談
事
例
④･

･
･

★ 

（
50
歳
代
・
女
性 

・
ホ
テ
ル
業
・
パ
ー
ト
） 
 

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
勤
務

指
定
時
刻
よ
り
早
く
仕

事
を
終
え
ろ
と
な
っ
た

が
・
・
・ 

 

労
働
契
約
書
で
は

「
９
時
か
ら
１
７
時

（
内
休
憩
１
時
間
）」
だ

が
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
で

１
４
時
に
退
社
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。 

会
社
の
説
明
で
は
、

全
日
休
業
す
る
場
合
に

は
、
休
業
補
償
と
し
て

６
０
％
の
賃
金
を
支
給

す
る
。
し
か
し
、
１
４

時
で
退
社
す
る
場
合

は
、
休
業
補
償
は
し
な

い
と
説
明
し
た
。
お
か

し
く
な
い
か
？ 

ま
た
労
働
契
約
書
で

は
「
９
か
月
ご
と
に
契

約
を
更
新
す
る
が
、
５

年
を
超
え
る
更
新
は
し

な
い
」
と
明
記
さ
れ
て

い
る
。
お
か
し
く
な
い

か
？ 

 

ア
ド
バ
イ
ス 

 

「
労
働
基
準
法
違
反
に

は
な
ら
な
い
。
し
か

し
・
・
・
」
民
事
上
の

責
任
を
問
う
こ
と
は
で

き
る 

  

１
４
時
で
帰
る
場
合

は
、
昼
休
み
が
４
５
分

と
な
り
、
実
労
４
時
間

１
５
分
と
な
る
。
従
っ

て
、
４
時
間
１
５
分
の

賃
金
が
支
給
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
。
こ
の
こ
と

は
、
７
時
間
労
働
で
支

給
さ
れ
る
賃
金
の
６

０
％
以
上
が
支
給
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
。 

 

言
い
換
え
る
と
、「
７

時
間×

６
０
％=

４
時

間
１
２
分
」
以
上
労
働

さ
せ
る
と
、
７
時
間
労

働
の
賃
金
の
６
０
％
以

上
の
賃
金
が
支
給
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
の
で
、

労
働
基
準
法
違
反
に
は

な
ら
な
い
。 

 

し
か
し
、
契
約
書
で

は
７
時
間
労
働
と
あ
る

の
で
、
民
事
上
の
責
任

は
問
う
こ
と
が
で
き

る
。 

 

「
５
年
を
超
え
る
更

新
は
し
な
い
」
と
い
う

契
約
書
が
有
効
か
否
か

は
、
監
督
署
に
聞
い
て

も
ら
い
た
い
。
→
相
談

セ
ン
タ
ー
と
し
て
労
働

局
に
確
認
し
た
と
こ

ろ
、「
そ
の
契
約
書
は
無

効
で
は
な
い
。
し
か
し
、

法
律
の
趣
旨
に
照
ら
し

合
わ
せ
好
ま
し
く
は
な

い
。」
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
。
労
働
者
・
労
働
組

合
の
力
で
そ
の
よ
う
な

「
法
律
上
有
効
な
契
約

書
」
を
排
斥
す
る
世
論

喚
起
が
必
要
と
言
え
ま

す
。 

  


